
一 1
(1)
エ

○ ○ 80 69.3 9.1 5.9

二 2
(1)
エ

○ ○ 60 63.8 14.8 4.8

Ａ 3
(1)
ウ

○ 50 3.1 35.3

Ｂ 4
(1)
ウ

○ 70 14.3 35.0

Ｃ 5
(1)
ウ

○ 60 14.4 31.6

二 6
(1)
ア

○ ○ 50 20.7 14.3 15.5

三 7
(1)
ア

○ ○ 40 26.5 16.4 17.9

(一) 8
(1)
エ

○ 70 69.9 6.8

(二) 9
(1)
エ

○ 60 67.8 1.7

一 10
(1)
エ

○ ○ 60 29.4 6.7 10.8

二 11
(1)
ウ

○ 70 65.3 6.0

四 一 12 (1)ウ ○ ○ 50 58.9 14.9 16.1

39.2 19.4 39.2 19.4

44.7 12.7 11.8 66.5 11.9 5.4

25.5 12.5 14.7

58.9 14.9 16.1

令和６年度北海道高等学校ＣＢＡ学力テスト　設問・大項目別正答率

コード 00 管内 全道 全道集計

大問 小問 大項目

知
識
・
技
能

モデル Ｃ 教科科目 国語

問題番号

通し
番号

無解答
率(%)

思
考
・
判
断
・
表
現

全道

正答率
(%)

中間点
得点者
率(%)

記
述
式

期　待
正答率
(%)

設問別

現代の国語
〔知識及び技能〕

文脈に即して適切な常用漢字を
書く。

常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、
文や文章の中で使うこと。

文脈に即して適切な常用漢字を
書く。

常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、
文や文章の中で使うこと。

文脈に即して適切な常用漢字を
書く。

文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握すること。

文章の叙述を基に的確に内容を
捉える。

文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や
要点を把握すること。

書き手の考えの中心となる事柄を
捉える。

実社会において理解したり表現したりするため
に必要な語句の量を増すとともに、語句や語彙
の構造や特色、用法及び表記の仕方などを理
解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を
磨き語彙を豊かにすること。

四字熟語の読み方を理解する。

評価の観点

出題のねらい

学習指導要領の内容

中項目

情報の重要度や順序性に注意し
て聞く。

論理の展開を予想しながら聞き、聞き取った情
報を整理して自分の考えを広げたり深めたりす
ること。

論理の展開を予想しながら聞き、聞き取った情
報を整理して自分の考えを広げたり深めたりす
ること。

情報の重要度や順序性に注意し
て聞く。

常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、
文や文章の中で使うこと。

知識及び技能

話すこと・聞くこと

41.9 知識・技能

思考・判断・表現

領域別

全道

全体 観点別

全道 全道

読むこと

書くこと

中問

一

二

一

四

三

現代の国語
〔思考力・判断力・
表現力等〕
Ａ　話すこと・聞くこ
と

現代の国語
〔思考力・判断力・
表現力等〕
Ａ　話すこと・聞くこ
と

現代の国語
〔知識及び技能〕

現代の国語
〔知識及び技能〕

現代の国語
〔知識及び技能〕

現代の国語
〔思考力・判断力・
表現力等〕
Ｃ　読むこと

現代の国語
〔思考力・判断力・
表現力等〕
Ｃ　読むこと

現代の国語
〔知識及び技能〕

言語文化
〔思考力・判断力・
表現力等〕
Ｂ　読むこと

言語文化
〔知識及び技能〕

現代の国語
〔思考力・判断力・
表現力等〕
Ｂ　書くこと

実社会において理解したり表現したりするため
に必要な語句の量を増すとともに、語句や語彙
の構造や特色、用法及び表記の仕方などを理
解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を
磨き語彙を豊かにすること。

四字熟語の意味を理解する。

作品や文章の成立した背景や他の作品などと
の関係を踏まえ、内容の解釈を深めること。

作品の成立した背景となった情報
を関連付け、内容を解釈する。

 我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増
し、それらの文化的背景について理解を深め、
文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を
豊かにすること。

和歌に使われている枕詞を理解
する。

自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の
示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の
種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫す
ること。

自分の伝えたい考えや事柄を的
確に伝える。


